
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［Ⅰ］次の     をうめよ。答は解答用紙の該当
がいとう

欄に記入せよ。 
 

(ⅰ) 3 点 O ( 0 , 0 )，A ( 1 , 1 )，B ( 3 , 9 )を通る円と曲線 𝑦 = 𝑥2 の共有点のうち，3 点 O，A，B のいず

れとも異なる点の座標は  (1)  である。 
 
(ⅱ) 0 ≦ 𝑥 ≦  𝜋 

4  のとき，関数 𝑦 = 3 cos 𝑥 + 2 sin 𝑥 のとりうる値の範囲は  (2)  である。 
 
(ⅲ) 1 個のさいころを 𝑛 回投げて少なくとも1 回は3の倍数の目が出る確率を 𝑃𝑛 とするとき， 𝑃𝑛 ≧ 0.97 

をみたす 𝑛 の最小値は  (3)  である。ただし，log10 2 = 0.3010， log10 3 = 0.4771 とする。 
 

(ⅳ) 𝑎 を定数とする。関数 𝑓(𝑥) =  4𝑥+𝑎 
𝑥2+1  について，点 �2 − √3，𝑓�2 − √3�� が曲線 𝑦 = 𝑓(𝑥) の変曲点

であるとき，𝑎 の値は  (4)  である。 
 
 解答  
(ⅰ) ( −4 , 16 )  (ⅱ) 3 ≦ 𝑦 ≦ √13  (ⅲ) 9  (ⅳ) −4 
 
 解説  
(ⅰ) 3 点 O，A，B を通る円の方程式を 𝑥2 + 𝑦2 + 𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 + 𝑐 = 0 とおく。 
  点 O を通るから  𝑐 = 0  
  点 A を通るから  2 + 𝑎 + 𝑏 + 𝑐 = 0 
  点 B を通るから  90 + 3𝑎 + 9𝑏 + 𝑐 = 0 
  これらを解いて 

𝑎 = 12，𝑏 = −14 
 

3 点 O，A，B を通る円の方程式は 
𝑥2 + 𝑦2 + 12𝑥 − 14𝑦 = 0 

これに 𝑦 = 𝑥2 を代入して 
𝑥(𝑥3 − 13𝑥 + 12) = 0 

𝑥(𝑥 − 1)(𝑥 − 3)(𝑥 + 4) = 0 
𝑥 = 0，1，3， − 4 
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よって，求める共有点の座標は (−𝟒，𝟏𝟔) 
 
（別解）             𝑥(𝑥3 − 13𝑥 + 12) = 0 

求める点の𝑥座標を 𝛼 とすると 𝑥3 − 13𝑥 + 12 = 0 の解が 𝑥 = 1，3，𝛼 だから 
解と係数の関係より 

1 + 3 + 𝛼 = 0  したがって，𝛼 = −4 
よって，求める共有点の座標は ( −𝟒，𝟏𝟔 ) 

 
(ⅱ) 合成すると 

𝑦 = √13 sin(𝑥 + 𝛼) 

ただし，𝛼 は sin 𝛼 ＝
3

 �13 ，cos 𝛼 = 2
 �13 ，tan 𝛼 =  3 

2  をみたす鋭角 

ここで，1 < tan 𝛼 < √3  だから 𝜋
4 < 𝛼 < 𝜋

3  となるので 𝛼 < 𝜋
2 < 𝜋

4 + 𝛼 

𝛼 ≦ 𝑥 + 𝛼 ≦ 𝜋
4 + 𝛼 より 𝑥 + 𝛼 = 𝜋

2  で最大値 √13 をとる。 

また，最小値は 𝑥 = 0，  𝜋 
4  のいずれかのときとなる。 

𝑥 = 0，  𝜋 
4  を与式にそれぞれ代入して 𝑦 = 3，  5�2 

2  

3 < 5�2
2  だから最小値は 3 

したがって， 𝟑 ≦ 𝒚 ≦ √𝟏𝟑 
 
(ⅲ) さいころを 𝑛 回投げて 1 回も 3 の倍数の目が出ない確率は 

� 4
 6  �

𝑛
= �  2 

 3  �
𝑛

  

であるので,   

𝑃𝑛 = 1 − �  2 
3  �

𝑛
 

𝑃𝑛≧0.97 より,  1 − �  2 
3  �

𝑛
≧ 0.97 ⇔  �  2 

3  �
𝑛

≦ 0.03  

両辺正なので常用対数をとると 

log10 �  2 
3  �

𝑛
≦ log10

3
 100  ⇔  𝑛(log10 2 − log10 3) ≦ log10 3 − 2 

log10 2 = 0.3010, log10 3 = 0.4771を代入して 

−0.1761𝑛 ≦ −1.5229 ∴ 𝑛 ≧ 8.6 ⋯  よって 𝑃𝑛≧0.97 をみたす𝑛の最小値は 𝟗 
 

  



(ⅳ)          𝑓′(𝑥) = 4(𝑥2 + 1) − (4𝑥 + 𝑎) ∙ 2𝑥
(𝑥2 + 1)2 = −2(2𝑥2 + 𝑎𝑥 − 2)

(𝑥2 + 1)2  

 𝑓′′(𝑥) = −2 ∙
(4𝑥 + 𝑎)(𝑥2 + 1)2 − (2𝑥2 + 𝑎𝑥 − 2) ∙ 2(𝑥2 + 1) ∙ 2𝑥

(𝑥2 + 1)4  

= 2 ∙ 4𝑥3 + 3𝑎𝑥2 − 12𝑥 − 𝑎
(𝑥2 + 1)3              

𝑓′′�2 − √3� = 0 のとき, 𝑔(𝑥) =  4𝑥3 + 3𝑎𝑥2 − 12𝑥 − 𝑎 とおくと, 

 𝑔(2 − √3) =  0 
𝑥 = 2 − √3のとき, 𝑥 − 2＝ − √3の両辺を 2 乗して整理すると 

𝑥2 − 4𝑥 + 1 = 0 
𝑔(𝑥)を𝑥2 − 4𝑥 + 1で割って変形すると, 

 𝑔(𝑥) = (𝑥2 − 4𝑥 + 1)(4𝑥 + 3𝑎 + 16) + 12(𝑎 + 4)𝑥 − 4(𝑎 + 4) 
𝑔�2 − √3� = 12(𝑎 + 4)�2 − √3� − 4(𝑎 + 4) = 0より, 

 �20 − 12√3�(𝑎 + 4) = 0   ∴ 𝑎 = −4 
𝑎 = −4のとき, 

 𝑔(𝑥) = 4�𝑥 − �2 − √3���𝑥 − �2 + √3��(𝑥 + 1) 

となり,  𝑓′′(𝑥) = 2𝑔(𝑥)

 �𝑥2+1�
3 

 であるから 𝑥 = 2 − √3 の前後で 𝑓′′(𝑥) の符号は変化する。 

よって,  𝒂 = −𝟒 のとき � 2 − √3 , 𝑓�2 − √3 ��は 𝑦 = 𝑓(𝑥)の変曲点となり, 条件をみたす。 

 
 
  



［Ⅱ］（記述問題） 

曲線 𝐶 ∶ 𝑦 =  4 log 𝑥 − 1 
𝑥3  上の点 P における曲線 𝐶 の接線 ℓ が原点を通るとき，次の問に答えよ。 

ただし，対数は自然対数とする。 
 
(ⅰ) 接線 ℓ の方程式と，点 P の座標を求めよ。 
 
(ⅱ) 曲線 𝐶 ，接線 ℓ ，および 𝑥 軸で囲まれた部分の面積を求めよ。 
 
 解答  

(ⅰ) 𝑦 = 1
𝑒2 𝑥，P �√𝑒， 1

𝑒√𝑒
�   (ⅱ) 2 − √𝑒

𝑒  

 
 解説  

(ⅰ)                 𝑦′ =
4
𝑥∙𝑥3−�4 log 𝑥−1�∙3𝑥2

𝑥6  

= 4 − 3(4 log 𝑥 − 1)
𝑥4  

= 7 − 12 log 𝑥
𝑥4  

点 P の座標を 

�𝑝 ，4 log 𝑝 − 1
𝑝3 � 

とおくと ℓ  の方程式は 

𝑦 − 4 log 𝑝 − 1
𝑝3 = 7 − 12 log 𝑝

𝑝4 (𝑥 − 𝑝) 

𝑦 = 7 − 12 log 𝑝
𝑝4 𝑥 + 16 log 𝑝 − 8

𝑝3   ⋯① 

 これが原点を通るとき 

16 log 𝑝 − 8
𝑝3 = 0 

log 𝑝 = 1
2         ∴    𝑝 = √𝑒 

 このとき，①は 

𝒚 = 𝟏
𝒆𝟐 𝒙 

 また，P の座標は 

�√𝒆 ， 𝟏
𝒆√𝒆

� 

 



(ⅱ) 𝐶 と 𝑥 軸との交点の 𝑥 座標は 

4 log 𝑥 − 1
𝑥3 = 0 

より 

𝑥 = 𝑒
1
4 

したがって，右図の灰色部分の面積を求めればよ

い。 

面積を 𝑆 とすると 

𝑆 = 1
2 ∙ 𝑒

1
2 ∙ 𝑒−3

2 − � 4 log 𝑥 − 1
𝑥3 𝑑𝑥

𝑒
1
2

𝑒
1
4

 

= 1
2𝑒 − � 4 log 𝑥 − 1

𝑥3 𝑑𝑥
𝑒

1
2

𝑒
1
4

 

ここで，部分積分法により 

  � 4 log 𝑥 − 1
𝑥3 𝑑𝑥 = � 1

𝑥3 ∙ (4 log 𝑥 − 1) 𝑑𝑥 

         = − 1
2𝑥2 ∙ (4 log 𝑥 − 1) − � �− 1

2𝑥2� ∙ 4
𝑥 𝑑𝑥 

         = − 4 log 𝑥 − 1
2𝑥2 − 1

𝑥2 + 𝐶′    (𝐶′  は積分定数) 

= − 4log 𝑥 + 1
2𝑥2 + 𝐶′ 

したがって， 

  𝑆 = 1
2𝑒 − �− 4log 𝑥 + 1

2𝑥2 �
𝑒

1
2

𝑒
1
4

 

 = 1
2𝑒 − �− 3

2𝑒 + 1
√𝑒

� 

 = 𝟐 − √𝒆
𝒆  

 
 
 
  



講評 

 
［Ⅰ］［小問集合］ 

(ⅰ)［図形と方程式］（やや易）円の方程式を求めて 𝑦 = 𝑥2 と連立すればよい。4 次方程式になるが解が

3 つ分かっているので，それを利用して素早く解きたい。 
(ⅱ)［三角関数］（標準）𝑦 = √13 sin(𝑥 + 𝛼) と合成すると 𝑥 + 𝛼 =  𝜋 

2 で 𝑦 は最大となる。最小値は 
𝑥 = 0，  𝜋 

4  を代入し比較するのが簡単である。 
(ⅲ)［確率，常用対数］（やや易）余事象を考える。計算ミスに気を付けて確実に解答したい。 
(ⅳ)［数学Ⅲの微分］（標準）第 2 次導関数と 𝑓′′�2 − √3� = 0となる条件の計算に手間がかかる。時間内に

処理するのが難しかった受験生もいたであろう。 
 

［Ⅱ］［数学Ⅲの微分・積分］（標準）内容は，接線の方程式と面積の計算というこれまでもよく出題され

たテーマである。計算がやや煩雑なので計算ミスに気を付けたい。 
 
形式に変化はなかった。全体的に昨年度よりは解きやすくなっている。[Ⅰ](ⅳ)と[Ⅱ](ⅱ)は処理力が必要

ではあるが，それ以外はできる限り解ききっておきたい。目標は65%。 
 
 

医学部専門予備校英進館メビオ 医学部専門予備校 YMS 医学部進学予備校メビオ

解答速報
メルマガ無料登録で全教科配信！

0120-146-156
受付 9～21時（土日祝可・携帯からOK）
大阪市中央区石町 2-3-12
ベルヴォア天満橋

https://www.mebio.co.jp/

03-3370-0410
受付 8～20時（土日祝可）
東京都渋谷区代々木
1-37-14

https://yms.ne.jp/

本解答速報の内容に関するお問合せは… 英進館メビオ福岡校 0120-192-215 まで

0120-192-215
福岡市中央区渡辺通４-8-20
英進館 天神本館新2号館2階

https://www.mebio-eishinkan.com/


